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学位（博士）論文審査及び最終試験の終了報告書

学位（博士）の申請に対し，学位論文の審査及び最終試験を終了したので，下記のとおり報

告します。

記

申 請 者 専攻名 総合知能工学専攻 氏名 KOSWATTA ANUPA 

学籍番号

指 導教 員 名 長山格

成 績評価 学位論文 極 不合格 最終試験 四 不合格

Study on wind turbine braking system based on e4dy 
論文題目 current applied on DC green house 

審査要旨 (20 0 0字以内）

本研究は，誘導電磁カブレーキを用いた風力発電システムの制御と農業用

温室への電力供給の最適化・効率化システムの開発を目標とする．昨今，様

々な自然エネルギーの活用によって低炭素社会の実現や省エネルギー政策の

推進が期待されている現状に対して，自動的かつ自動制御によって稼働しつ

つ電力供給と安定化制御を行う手段として風力発電が注目されている。



（次頁へ続く）

審査要旨

ところが、風力発電の安定化には季節的時間的に大きく変動する風カエネル

ギーに依存した風車の回転数を適切にコントロールする必要があり、発電ター

ビン軸の回転数制御が必要となる．先行研究においては様々な風力発電におけ

る回転数制御システムが提案されているが，機器メンテナンスの容易さや動作

の精度，機器信頼性の観点から十分な性能を示す研究はいまだ行われていない

。本研究では渦電流を利用した電磁カプレーキシステムを採用した発電タービ

ン制御を提案するとともに、その効果についてシミュレーション実験を通じて

検証し、その性能を確認した。その結果、従来法よ りも効果的な風力発電ター

ビン軸制御ブレーキシステムを実現した。

したがって、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士

の学位論文に相当するものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文

発表会における発表ならびに質疑応答において、申請者は専門分野および関連

分野の十分な知識ならびに十分な研究能力を有していることが確認できたの

で最終試験を合格とする。


